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研究成果の概要（和文）：近年,社会心理学のみならず,認知科学や神経科学の分野においても社会性認知に対す
る関心が高まっている.社会性認知は自己と他者について適切に認識する能力を基盤として成立していると考え
られる.本研究では,こうした社会性認知を支える低次のメカニズムとして多感覚統合に着目し,以下の点から研
究を推進した.(1)他者に関する認知能力である感情認知を支える多感覚統合メカニズムの文化差の形成過程を検
討した.(2)感情認知を支える多感覚統合メカニズムの個人差の形成過程を検討した.(3)自己に関する認知能力で
ある自己主体感を支える多感覚統合メカニズムの文化差および個人差を検討した.

研究成果の概要（英文）：Recently there has been a growing interest in social cognition in the field 
of cognitive science and neuroscience as well as social psychology. Social cognition serves as a 
basis of recognizing self and others. I examined the mechanism of multisensory integration which 
underlies social cognition. Specifically, following topics were examined: 1) developmental processes
 of cultural differences in multisensory perception of emotion, 2) individual differences in 
multisensory perception of emotion, and 3) cultural and individual differences in multisensory 
perception of self agency.

研究分野：認知科学
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１．研究開始当初の背景 
 近年，社会心理学のみならず，認知科学や
神経科学の分野においても社会性認知に対
する関心が高まっている．社会性認知とは，
自己認知，他者認知，共同注意，共感など，
個体間の相互作用ないしコミュニケーショ
ンを成り立たせるうえで必要となる種々の
認知能力のことをさす．社会を形成する基本
的構成要素は自己と他者であろう．したがっ
て，自己と他者について適切に認識する能力
は，社会性の基盤となると考えられる．本研
究では自己に関する認知能力として自己主
体感（sense of agency）に着目し，他者に関
する認知能力として感情認知に着目する． 

 自己主体感とは，自己身体の運動は確かに
自分によって引き起こされたという感覚を
さす（Gallagher, 2000）．この感覚は一見す
ると当然のようにも思えるが，統合失調症患
者の一部では自己主体感が欠如するため，自
己の行為を他者の行為と幻覚するとの考え
方がある（Frith, 1992）．このように自己主
体感は自己と他者の区別に関わる重要な感
覚である．一方，感情認知は社会生活におい
て不可欠な能力である．相手の顔の表情や声
色を読むことで他者の感情や意図を推定す
ることができ，それに応じて会話を続けるこ
とで円滑なコミュニケーションが実現され
る． 

 本研究ではこうした能力を支える低次の
メカニズムとして，多感覚統合に着目する．
例えば，他者と会話をするときには，話し相
手の顔や身振り（視覚情報）と声（聴覚情報）
のように複数の感覚情報を知覚している．人
間はそれぞれの感覚情報を独立に処理する
わけではなく，複数の感覚情報を統合して
（多感覚統合），統一感のある豊かな現実世
界を知覚している．自己主体感は多感覚統合
に支えられており，自身の運動および体性感
覚（動いたり声を出したりすること）と，そ
の結果としての感覚入力（自分の体の動きが
見えたり，声が聴こえたりすること）が適切
に統合されることで，自己主体感が得られる．
また，感情認知も多感覚統合に支えられた認
知活動であり，顔の表情と声の調子といった
多感覚情報の知覚には相互作用があること
が示されている． 

 

２．研究の目的 
本研究では，こうした社会性認知を支える

低次のメカニズムとして多感覚統合に着目
し，以下の点から研究を推進する．(1) 他者
に関する認知能力である感情認知を支える
多感覚統合メカニズムの文化差の形成過程
を検討する．(2) 感情認知を支える多感覚統
合メカニズムの個人差の形成過程を検討す
る．(3) 自己に関する認知能力である自己主
体感を支える多感覚統合メカニズムの文化
差および個人差を検討する． 
 

 

３．研究の方法 
研究１：感情認知を支える多感覚統合メカニ
ズムの文化差の形成過程 
 他者認知の一つである感情認知に着目し，
感情認知を支える多感覚統合メカニズムの
文化差の形成過程について検討した．具体的
には，視聴覚感情認知実験を日本およびオラ
ンダの幼児から大学生を対象に実施し，日本
人の声依存性が何歳頃から生じ始めるのか
を検討した．実験では動画刺激（日本人およ
びオランダ人による基本 6感情の感情表現）
を視聴覚提示し，顔と声の情動価（一致／不
一致）を操作した．参加者は顔または声のい
ずれかあるいは両方に着目し，話者の感情を
判断した． 
 
研究 2：感情認知を支える多感覚統合メカニ
ズムの個人差 
 感情認知を支える多感覚統合メカニズム
の個人差およびその形成過程について検討
するため，研究 1 と同様の視聴覚感情認知実
験を日本人の成人および子どもを対象に実
施し，感情認知の個人差についてパーソナリ
ティ特性と関連づけて分析した．自閉症患者
や自閉症傾向の高い健常者では，顔表情認知
や声感情認知の成績が低いとの報告がある．
予備的データから，自閉症傾向が高いほどマ
ガーク効果（音声情報と矛盾する口の動きに
よって，知覚される音声が変容する現象）が
大きくなる傾向が確認できている．マガーク
効果は音声知覚に対する視覚情報の影響の
強さの指標と捉えられるため，上記の結果は
自閉症傾向と視覚依存性の関連を示すもの
と解釈できる．以上を踏まえ，社会性の基盤
となる視聴覚感情認知においても，自閉症傾
向が高いほど顔依存性が高くなるとの予測
について検証した． 

 

研究 3：自己主体感を支える多感覚統合メカ
ニズムの文化差・個人差 
 自己認知の一つである自己主体感に着目
し，自己主体感を支える多感覚統合メカニズ
ム の 文 化 差 お よ び 個 人 差 に つ い て ，
Intentional Binding 課題（IB 課題）を用い
て検討した．IB 課題では，実験参加者には回
転する時計の針を見ながら任意の位置でキ
ーを押すよう求める．キー押しの少し後（例
えば 250ms 後）に音を呈示する．その後，
音の呈示タイミングを報告させると，キー押
しのタイミングに近づく方向に回答がシフ
トすることが知られている．このシフト量は
自己主体感の高さ（自分がキーを押したから
音が鳴ったという感覚の強さ）を反映してい
ると考えられており，自己主体感について直
接尋ねる主観的指標とは異なる側面から自
己主体感に迫ることができる． 

 本項目では第一に，自己主体感の文化差に
ついて国際比較実験を通して検討した．文化
心理学の理論（Markus & Kitayama, 1991）
では，欧米人は相互独立的自己観をもつのに



対し，東アジア人は相互協調的自己観をもち，
こうした自己観の違いがさまざまな思考様
式の違いにつながるとされる．では，こうし
た自己観の違いはより低次の自己関連処理
である自己主体感にまで影響を及ぼすので
あろうか．本研究では，IB 課題の結果を東ア
ジア（日本）と欧州（オランダ）で比較した． 

 第二に，自己主体感の個人差について，パ
ーソナリティ特性と自己主体感の関連性を
もとに検討した．社会心理学の研究から，自
尊心の高い人はポジティブ事象を自身に帰
属させ，自尊心の低い人はネガティブ事象を
自身に帰属させる傾向にあることが知られ
ている．そこで，こうした傾向は低次の自己
関連処理である自己主体感においても見ら
れるかどうかを検討した．具体的には，高自
尊心者では IB 課題でキー押し後にポジティ
ブな音が呈示された場合，ネガティブな音が
呈示された場合よりも自己主体感が高まる
のに対し，低自尊心者では逆にネガティブな
音が呈示されたほうが自己主体感が高まる
との予測について検証した． 

 
４．研究成果 
研究１：感情認知を支える多感覚統合メカニ
ズムの文化差の形成過程 
 実験では，顔と声の感情が一致または矛盾
する動画を呈示し，それが喜びと怒りのどち
らを表現しているか参加者に判断させた，実
験の結果，音声感情を選択した割合（以下，
声選択率）は、大人では特に喜び顔が怒り声
とともに呈示された場合にオランダ人より
も日本人の方が高いことが示された．さらに，
この組み合わせにおける声選択率は 5～6 歳
の時点では低く，日蘭間に差がみられないが，
それ以降日本人においてのみ増加がみられ
た．この結果は，日本人にとって表情と音声
感情の組み合わせに意味があり，さらにその
文化特有の感情の表出および解読規則は児
童期において年齢とともに獲得されること
を示唆している． 
 
研究 2：感情認知を支える多感覚統合メカニ
ズムの個人差 
 視聴覚感情認知実験を日本人の成人を対
象に実施した．研究 1と同様に声選択率を指
標として，感情認知の個人差について，他の
認知課題およびパーソナリティ特性と関連
づけて分析した．分析の結果，自閉症傾向と
感情認知における声優位性の間には関連性
が認められなかった． 
 
研究 3：自己主体感を支える多感覚統合メカ
ニズムの文化差・個人差 
 自己主体感の文化差について国際比較実
験を通して検討した結果，日本人とオランダ
人の間でフィードバック音声の情動価によ
って自己主体感が異なるとの結果が得られ
た．  
 また，自己主体感の個人差について，パー

ソナリティ特性と自己主体感の関連性をも
とに検討した結果，フィードバック音声の情
動価による自己主体感のパターンが高自尊
心者と低自尊心者の間で異なることが示さ
れた．自己主体感は自身の運動とそれに伴う
感覚情報の統合（感覚運動統合）に基づく感
覚だと考えられる．したがって，低次の感覚
運動統合が原因帰属という高次の社会性認
知処理の基盤となっている可能性が示唆さ
れる． 
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